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マスターズ委員会 事務局 
 

 

2023 年世界マスターズ選手権《ポーランド大会》の 

参加資格について 

 

 日頃はマスターズ関連事業につきましてご協力頂き、大変感謝をしております。さて、

2023 年世界マスターズ選手権（以下ポーランド大会）の参加資格については国際マスタ

ーズウエイトリフティング協会（以下ＩＭＷＡ）が指定した予選期間内に行われた試合結

果を日本エリアチェアマンに任命されている事務局長が承認・申告することでＩＭＷＡが

作成した世界ランキングに掲載され、今回は上位者 1,000 人（IMWA が仮エントリー記録を各カテ

ゴリ別にドント式で集計）までに参加資格が与えられます。 

 

 ただし、日本国内では選考試合対象に関して取り決め《指定された全日本マスターズ選

手権にエントリーをすること（選考試合）》があり、今回のポーランド大会については本

年 9 月 30 日〜10 月１日開催予定の第４１回全日本マスターズ選手権《石川県開催》（以

下石川大会）を指定することとします。指定理由についてはコロナ禍での 2022 年の世界

マスターズ選手権が例年より遅い変則時期開催だったため、選考試合が設定できなかった

ことによります。 

 

 また石川大会は来年の 2024 年に開催される世界マスターズ選手権《開催地：フィンラ

ンド》（以下フィンランド大会）の選考試合といたします。したがってポーランド大会・

フィンランド大会の２大会における重要な位置づけの大会になります。 

 

 ポーランド大会の予選期間に関してはＩＭＷＡが 2019 年８月 25 日から 2023 年６月

19 日までに行われた試合（日本在住の登録選手は各種指定された試合）と発表がありまし

た。 

 

 選考対象になる指定された試合は昨年５月に中止となってしまったワールドマスターズ

ゲームズ KANSAI２０２１（以下ＷＭＧ）に関しての救済試合期間に事務局に届けられた

記録データおよび昨年９月に開催された第４０回全日本マスターズ選手権《秋田県》とブ

ロック大会以上の各種大会となっております。 

 

 例年のように《委員長への推薦制度》を利用して仮エントリーをする場合は各都道府県

協会の理事長以上の推薦状と達成された試合の公式記録表の提出が必要になります。下記

の意向書提出締め切り期限よりあとに都道府県大会で記録に挑む方はまず事前に参加意向

書と推薦状を提出し、後日公式記録表の提出をしてください。 

 

 ポーランド大会の仮エントリーは以下になります。（英語） 

       https://www.imwa-reg.com/ 

 

 仮エントリー締め切りは 2023 年 6 月 19 日（ヨーロッパ時間）となります。仮エント

リーに際してパスワードが必要になりますので、パスワードをマスターズ委員会事務局へ

メールで請求してください。参加意向書に記入して提出していただいておりますが、例年

書き間違いや解読不能などエラーで戻ってきてしまうことが多数あります。また事務局で



は仮エントリーなどの代行は一切いたしません。すべて英語でのエントリーになりますの

でご注意ください。エントリー費用（160 ユーロ）はエントリーが認められた後、後日に

事務局費用分担金とは別に日本円で請求をいたします。 

 
 

本年は以下のような手順で参加資格を設定いたします。 
(※海外在住選手は別途、事務局へ問合せください) 

 

 

１ 国際試合参加意向書を提出期限の締め切りまでにマスターズ委員会へ提出すること。 

 

２ 国内在住の選手でポーランド大会に参加希望する選手は、石川大会に必ずエントリー

すること。 

  

３ 予選期間内に開催された選考試合で基準記録を達成したものは事務局へエントリーペ

ージのアドレスとパスワードを電子メールで請求（アドレス確認のため）すること。

なお、上記救済試合の事務局への報告は、ＷＭＧのエントリー締め切り日（2021 年

12 月 14 日）で終了しています。追加に関しては認めません。ＩＭＷＡが主催する大

会にエントリーする際には必ず電子メールアドレス（携帯電話会社のアドレス不可）が必要

になります。（Gmail 等フリーメール可） 

 

４ 公平を期す為、過去の事務局費用分担金が支払い済みであること。 
 

５ パスワードをマスターズ事務局へ請求すること 
 

６ 世界マスターズ選手権の仮エントリー完了後、かならず完了の連絡をメールで入れる

こと。《エントリー時に入力した記録》《エントリーした階級》の２点を必ず連絡し

てください。 
 

 

 

 国際試合参加意向書 提出先 

  参加希望の選手は、各都道府県協会へ送付してください。都道府県協会から JWA へ

まとめて送付してもらう形になりますので締め切りは各都道府県協会へお問い合わせ

ください。 

 

 

 各都道府県から JWA への送付締切日は 2023 年 5 月 31 日 水曜日必着とします。 
  

 

 パスワード請求・仮エントリー後の連絡先 

  マスターズ事務局【jwamasters@gmail.com】（参加意向書関連専用アドレス） 

 

 

 その他の問い合わせ先：メールのみ 

 ota.weight@gmail.com 
      ※日本協会にはマスターズ担当の専任配置は無いため、問い合わせをしないこと 

 

 

 以上  



 国 際 大 会 参 加 意 向 確 認 書  

2023 年世界マスターズ選手権大会  （ポーランド：ヴィエリチカ） 

（以下、□の箇所は確認後にチェックをお願いします。） 

□参加を希望する （カテゴリー   ・階級   kg 級・年齢    歳） 

（年齢は 2023 年 12 月 31 日時点でお願いします。） 

 

ふりがな 

氏名 ________________________________     登録協会       

○生年月日  西暦     年     月    日 

○住所 〒__________   ____________________________________________ 

○メールアドレス ___________________________（キャリアメール不可） 

○電 話 番 号    ___________________________ （携帯電話可）  

  

 □ 審判役員として協力《 国際 1 級 ・ 2 級 ・ 国 内 》 

 □ ジャージ・ユニフォーム・ツリタイ（シングレット）等を全く持っていない 

 □ 上記のものなどを購入予定である(カタログが出来次第、メールで PDF を送付します) 

 □ 職場の所属長へ派遣依頼書が必要である（職場の名称等：          ） 

 □ 仮エントリーが完了後、申告重量を事務局にメール連絡する事を理解しました 

 □ 事務局費用分担金の支払いに同意します 

 □ 仮エントリーは自分で《英語》で入力することを理解しました 

 

 ※例年だと審判には現地にて IWF から現金で審判手当（各セッション毎）があります。(要現地確認) 

 

※すでに予選期間内の指定された選考試合で基準記録を達成されている方は下記の記入をお願いします。 

 

スナッチ    Kg  ジャーク    Kg トータル      Kg 

達成試合名                （   年   月   日）   

あなたのカテゴリーの基準記録      kg （基準記録＋    Kg） 



2023 年 5 月 1 日	

マスターズ委員会	 事務局	

	

2022 年以降の世界マスターズ選手権	選手選考手順について	

	 	

	 モントリオール大会より国際マスターズウエイトリフティング協会（以下 IMWA）が予選期間を設

定し、世界ランキングによって参加者の制限を開始。そのため、IMWA が設定した予選期間内の大会

のみ、記録が有効となる。なお JWA に登録している外国籍の選手は各自でパスポート保有国協会へ

問い合わせをすること。ただし、JWA のルールで《国際試合参加意向書》提出は必要です。※下記参照	

	

☆選考対象	

	 国内試合のみ	

➀	IMWA の設定した予選期間内に開催される全日本マスターズ選手権に必ずエントリーすること	

（開催時期によっては他の試合の役員派遣などでの重複を考慮し、試合当日に棄権してもかまわない）	

	 ②	配布された《国際試合参加意向確認書》を期日締め切りまでに提出し、参加表明をすること	

	

	 海外試合のみ	 【海外在住選手用】	

	 	 ①《国際試合参加意向確認書》を送付すること。締め切りは別途事務局に問い合わせのこと	

	 	 ②日本国内の都道府県協会へ別途登録すること。	

	

	 事務局費用分担	

	 	 	 参加意向書を提出する際、事務局の各種費用や団体戦エントリー費用などの均等割に関して支払いを了承

すること。公平を期すため、支払いがないものは次回以降出場を承認しない場合がある。	

	

☆選考試合	

	 Ⅰ国内試合	

	 	 ➀	指定されたの全日本マスターズ選手権【35 才以上の国内在住選手は必ずエントリーしなければならない】	

	 	 ②	例外として開催年に３５歳になる選手は、後述の救済試合②～⑥のどれかを選考試合に代えることがで

きる。この場合、《国際試合参加意向確認書》は事務局への連絡時の提出で構わない。締め切りは後述の

委員長推薦制度②の締め切りと同様とする。	

	

	 Ⅱ海外試合（国内在住選手は海外試合のみでは選考基準を満たせない：達成記録のみ認められる）	

	 	 ①	IWF が設定した予選期間内に行われる IWF が公認および認定した試合	

	 	 ②	海外在住選手は IWF が設定した予選期間内に行われる、在住国の国内協会が認定した各種試合	

	

これらのどれかで《参加基準記録》をクリアすること	

↓×	 	 ↓○	

クリアできなければ	 	 クリアできれば	

↓×	 	 ↓○	

救済試合でクリアを目指すことになる。Ⅲへ	 	 出場ＯＫ	



	 ※なお、不測の事態が生じて予選期間内に全日本マスターズ選手権が行われなかった場合はこの限りではない	

	

	 Ⅲ救済試合	

	 	 下記の救済試合でクリアすること（クリアした場合は事務局へ至急連絡すること）	

（開催前年度の全日本マスターズ以降の大会のみ有効	 ただし②〜⑥は開催日を問わない）	

	

	 	 ➀予選期間内の近隣３都府県以上が参加するマスターズブロック大会	

（国体ブロックに準ずるため、北海道は北海道マスターズ大会を１ブロックと見なす）	

	

	 	 ②	予選期間内の全日本選手権											 	 	 	 	 ③	予選期間内の全日本女子選手権		

	

	 		④	予選期間内の全日本社会人選手権							 	 	 	 ⑤	予選期間内のレディースカップ			

							

				⑥	予選期間内の国民体育大会（ブロック大会を含む）	

	

	

これらのどれかで《参加基準記録》をクリアすること	

↓×	 	 	 	 	 	 	 		↓○	

クリアできなければ	 	 クリアできれば	

↓×	 	 ↓○	

委員長推薦制度枠を利用して出場を目指すことになる。Ⅳへ	 	 出場ＯＫ	

	

Ⅳ委員長への推薦制度（以下	委員長推薦）	

	 選考される条件（選考に関してはすべてを委員長に一任）	

	

	 ➀	永年、情熱をもってマスターズ競技に取り組み、今後も続けて世界の舞台に立ちたいという意欲のある選手を選考 

     対象とする。 

	

	 ②予選期間内の都道府県大会で《参加基準記録》をクリアし、所属都道府県会長またはそれに準ずる者の推薦

状と《参加基準記録》のクリアを証明する試合の記録表を併せて事務局へ送付（できるだけ早く）すること。	

	 （推薦状の様式は問わない）	

	

※	なお、不測の事態が生じて救済試合などが予選期間内に試合がまったく開催されない状況になった場合は、

指定された予選期間内に都道府県協会へ記録会開催などをマスターズ委員会から要請する場合がある。

その際、委員会の要請に応じて開催された試合にて達成した記録については後述の推薦状は必要ない(た

だし記録表送付は必要)。	

	

※	対象試合は予選期間内の《世界マスターズ選手権》の締め切り前までに行われる試合を対象とするが、手

続きが遅れると開催年度の《世界マスターズ選手権》のエントリーに間に合わない可能性があるので注

意すること。間に合わなかった場合は事務局および委員長はその責任は負わないので、申請は必

ず余裕を持って手続きをすること。	



	

	 《委員長推薦の流れ》	

委員長推薦を希望する選手は②で必要な書類を事務局へ送付	

↓	

事務局は委員長へ転送	

↓	

委員長は推薦状と記録表を精査および判定し、認定されれば派遣依頼を認める。	

↓	

事務局は委員長からの選考結果の連絡を受ける。	

↓	

事務局は推薦が認められれば派遣依頼書を選手の元へ送付。	

↓	

派遣依頼書が申請した選手に	

↓×	 	 ↓○	

	 届かない、もしくは出場不可の連絡がくる	 	 届く	

↓×	 	 ↓○	

また来年チャレンジしてください。	 	 エントリーが認められ出場ＯＫ	

	

	

☆注意点☆	

	 	 ①国内在住選手は救済試合のみでは推薦制度の選考対象にならない。必ず指定された全日本マスターズ選

手権にエントリーしていることが必要となる。海外在住の場合は、在住国で設定された選考試合に

出場していること。	

	

	 	 ②出場定員によっては IMWA マスターズが設定したランキング制度による足切りにあい、出場できない場合

がある。	

	

※	 2023 年ポーランド大会から適用開始	

	

	

	

	

	



	

	

《	 参	考	 》	

2023 年世界マスターズ選手権(ポーランド大会) 

参加基準記録（参加者 1,000 人制限）	

	

	

	

	



	



	



	

《よくある質問》	

	

①仮エントリーは達成記録より低く申請することは可能。その際は事務局へ必ず連絡すること（IMWA から照会の為）	

②最低スタート重量は仮エントリー時に申請したトータル重量の 80%以上となる。それ以下では出られない。	

	 （スナッチのスタート重量を下げた場合、ジャークのスタート重量を上げなければならない）	

③各年齢カテゴリーの各階級では１カ国５名までしかエントリーできない	

④ランキングが確定した後、ファイナルエントリー（現地で試合開催直前にある）迄は上下１階級変更が可能	

⑤同様にファイナルエントリー時に１カ国６名以上になることは可能	

⑥ファイナルエントリー後は１階級上には参加可能。その際元の階級の検量で《ムーブアップ》宣言をする事	

⑦日本代表として出場する場合はルール上、所属を明記した（日本代表として国際的にわかるもの	例:国旗また

は JAPAN の表記など）コスチュームを着用することを委員会として義務とします（ルールブック 4.2.2）	

	斡旋のユニフォーム等は毎回買う必要はありません。１度購入し、続けて着用することは問題ありませんが、《破

損》や《破れ》《ほつれ》が目立つなど、日本代表全体の品位を下げるような状態の場合は再購入をお願いいた

します。	

	 	

	

	

その他の海外で開催される試合出場について	
	

☆ルールブックに記載されているように必ずマスターズ事務局へエントリーする旨を連絡するよ

うにしてください。（エントリー前に連絡が必要です！）外国籍選手も出場に関してはパスポー

ト保有国の指示にしたがってもらいますが、JWA へ登録している方はルール上必要なので必ず提

出してください。提出が無いと処分の対象となります。	

	

※競技者規定	

	 	第４条（２）【本協会の承認を得ることなく国際競技会へ参加すること】	

	

	 	 連絡内容は	

①試合名・開催国	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

②氏名および登録都道府県名	

③年齢カテゴリおよび階級	 	 	 	 	 	

④連絡先（住所および携帯など連絡がとれるもの）	

⑤メールアドレス（多くの国際試合の場合、メールアドレスが必要）	

⑥参加基準記録が設定されている場合はクリアした試合の情報《名称・記録・達成日など》	

（世界マスターズの選考試合以外の大会結果の場合、先方から照会時に必要な大会結果を添付のこと）	

	

※JWA 登録選手は提出が無いと処分の対象となります	

	



	

国内在住選手	

①	IWF	Masters が公認する国際試合（Asia	Masters	選手権・Asia	Masters	Games 等）	

および Masters	World	Cup	

１．当該年度の全日本マスターズ選手権にエントリーし、海外試合参加意向書を提出済みのこと。	

	 （もし当該年度の全日本マスターズ選手権のエントリー締め切り前までに上記試合の締め切りがある

場合は、別途その試合のみ対応の締め切りを事務局にて設定する）	

	

２．参加基準記録が設定されている試合においては、事前の試合にクリアすること。	

	

３．開催前後に行われる 1 番近い世界マスターズ選手権の参加基準記録の 80％を、前年度もしくは当

該年度の指定された選考試合（全日本マスターズ選手権）・救済試合（各ブロックマスターズ大会な

ど）で達成していること。ただし 2022 年開催の試合に関してはこの限りではない。（ワールドマス

ターズゲームズ 2021 関西の救済試合として設定されていた試合も可とする）	

	

②	その他の試合	

規制はありませんが、エントリーする旨をかならずご連絡してください。	

	 	 	 	 	 																													 (上記の競技者規定に抵触し、処分の対象となります)	

	

海外在住選手（不明点があれば事務局へ必ずご連絡ください）	

在住国内での試合出場に対しては制限ありません。ただし日本代表として出場される場合は、必ず事務

局までご連絡ください。また、その際は日本国内のどこかで都道府県局会への登録が必要となります。

基準記録などがある試合に関しては、在住国で行われた試合結果のデータを事務局へメールで送付して

ください。（主催者等から照会が来た時に必要なため）	

	

	

外国籍選手（不明点があれば事務局へ必ずご連絡ください）	

各自でパスポート保有国の協会へ連絡し、指示にしたがってください。ただし JWA へ登録している選手

は上記にもありますが《国際試合参加意向書》の提出をお願いします。提出されないで国際試合に出場

した場合は処分の対象となります。	

	

なお、パスポート保有国で開催される国内試合に出る場合はこの限りではありません。しかしパスポー

ト保有国で開催される外国代表選手が参加する試合（例：対抗戦など）で当該国代表として出場する場

合は《国際試合参加意向書》が必要となります。	

	

他国の場合、想定外の色々なケースがあり得ますので、念のためできる限りマスターズ委員会事務局へ

ご連絡いただきますようお願いいたします。	



国内在住選手向け　2023年ポーランド大会以降ver.

◎Ａ群【選考試合】のどれかで参加標準記録をクリアを目指す!

⑥予選期間内の近隣３都府県以上が参加するマスターズブロック大会（北海道のみ単独開催可）：  開催日に注意

⑦予選期間内の全日本選手権　　　　　　　　　　　　　　　⑧予選期間内の全日本女子選手権									

⑨予選期間内の全日本社会人選手権　　　　　　　　　　 ⑩予選期間内のレディースカップ									

（開催前年度の全日本マスターズ以降の大会のみ有効　ただし⑦⑧⑪は開催日を問わない）

◎ エントリーが完了しても、参加定員によって決められるＩＷＦのランキングシステムによっては足切りにあう場合があります！

◎ 外国籍選手も含めJWA登録選手は《国際試合参加意向書》を送付することを忘れずに！　締め切り日以降は受け付けません。

※ 注　　意　【 選 考 対 象 】

⑪予選期間内の国民体育大会（ブロック大会を含む）

委員長推薦枠で認められれば
世界マスターズ仮エントリーOK!

↓

委員長
推薦枠

B群【救済試合】で参加標準記録をクリアできれば
世界マスターズ仮エントリーOK!

残念ながらクリアできなければ委員長への推薦へ

②都道府県大会で《参加標準記録》をクリアし、所属都道府県会長またはそれに準ずる者の推薦状と
　　《参加標準記録》のクリアを証明する試合の記録表を併せて事務局へ送付（できるだけ早く）すること。

①永年、情熱をもってマスターズ競技に取り組み、今後も続けて世界の舞台に立ちたいという意欲のある選手を
　 選考対象とする。

※2023年ポーランド大会では上位1,000人まで（ランキングは各カテゴリ階級ランキングを作成し、ドント式で集計します）

☆世界マスターズ選手権　早見表☆

◎ Ｂ群および委員長推薦枠を使う場合は必ず指定された全日本マスターズ選手権にエントリーしなければなりません！

　　　　　　例外として開催年に３５歳になる選手は、Ｂ群の⑦〜⑪を利用（参加意向書は別途指定日までに郵送）

　　②IMWAが設定した予選期間内に行われるIMWA認定試合や国外在住国の指定された大会 （※国外在住選手用）

なお、不測の事態が生じて予選期間内に①が開催ができなかった場合はこの限りでない

　　①指定された全日本マスターズ選手権　（国内在住選手用）

B群

A群

☆国内在住選手は必ず①へエントリーをし、《国際試合参加意向書》を提出するのが絶対条件☆

↓

↓

残念ながらクリアできなければB群【救済試合】へ

↓

A群【選考試合】で参加標準記録をクリアできれば
世界マスターズ仮エントリーOK!

↓

残念ながら認められなければ来年再チャレンジしてください。


